
東北学院大学の改革に関する意見箱 回答 

№ 2024-010 

投書日 2024/05/24 

タイトル 五橋キャンパスの礼拝時の座席について 

投書内容 いつもお世話になっております。五橋キャンパス所属の学生です。 

五橋キャンパスでの礼拝のときの座席について、「隣の人と一席ずつ空

けて座る」ことができるようにお願いいたします。 

時間がある際には礼拝に出席しているのですが、「詰めて前から座って

ください」とご指示をいただくことがほとんどです。もちろん、自由に座

席を指定できるようにすると、学生が後方に集中してしまうということ

は理解しております。 

しかし、詰めてしまうとどうしてもご友人同士で会話をはじめてしま

う方もおり、話し声が聞こえてくると、落ち着いて参加ができません。な

お、会話に関しては、なくすことはできないものであることをご理解く

ださい。参加者への注意に留めることのないように重ねてお願い申し上

げます。 

加えて、雨天時には詰めて座ると傘や荷物の置き場がなく、荷物が濡

れてしまうのではと気が気でありません。パソコンを持ち歩くことが多

いため、雨天時もまた礼拝への参加を諦めざるを得ません。 

以上のことから、方針を改めていただけないでしょうか。 

コロナ禍のときと同じ対応をお願いいたします。 

回 答 日 2024/6/13 

回  答 五橋キャンパス礼拝時の席についてご回答いたします。 

2023 年４月に開学した五橋キャンパスは、土樋・多賀城・泉の３キャ

ンパス体制から土樋・五橋の２キャンパス体制へ移行したことに伴い、

当初礼拝出席者数の予想ができない状況でした。開学２年目を迎えた本

年も、特に学生の皆さんの履修科目が確定するまでの４、５月は礼拝出

席者数が通常時よりも多いことを想定して詰めて着席していただくよう

ご案内しておりました。 

 ご懸念の事象を踏まえ、特別伝道礼拝等、出席者数の予想が困難な場

合を除き、詰めて着席しなくとも座席に余裕があると判断した場合には

ご提案のとおりに、一席空けるなどの着席対応を検討の上、実施させて

いただきます。 

 


